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本講座受講にあたって 
 

【進め方】 

ステップ１から順次進めていってください。不明な点がありましたら、回数無

制限で天才塾に相談することができます。 

 

【書籍との違いについて】 

本カリキュラムは、「資格起業家になる！成功する『超高収益ビジネスモデル』

のつくり方」の内容に準拠しています。手元にない方は、ご購入ください。書

籍の内容が知識編、本カリキュラムがその内容を実現するためのカリキュラム

になっています。 

 

【免責事項】 

本カリキュラムは、受講者を「資格起業家」にし、収益を上げてもらうことを

目的としますが、本カリキュラムは受講者の収益を上げることを保証すること

はいたしませんので、あらかじめご了承ください。また、受講者のビジネスで

生じた損害等はいかなる場合も負いかねます。 

 

【ご注意】 

本教材に掲載されている会社あてに直接問い合わせることは、業務の妨げにな

りますので、絶対におやめください。 

 

本教材に掲載されている事例をそっくりそのまま真似せず、応用することを心

がけてください。また、各事例の会社様にも著作権がありますので、そのまま

使用することはおやめください。 

 

本教材の著作権は、有限会社パワーコンテンツジャパン並びに横須賀てるひさ

に帰属します。複製、改変、転載、ネット上への送信及び公開等の行為は禁止

しています。違法に複製などを行った場合、損害賠償等の対象になり、また刑

罰の対象にもなりますので、ご注意ください。 
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STEP１ 資格起業家になるためのマインドをインストールする 
 

このステップで身につけるポイント 

 

・目標を明確にする 

・起業家として必要な考え方を身につける 

・自分自身の頭で考えることを習慣化する 

・起業家とし不安要素を取り除く 

 

 失敗してしまう、してはいけないこと  

・様々な決定を他人に委ねてしまう 

・できない理由を探してしまう 

・これまで得た知識、経験にとらわれてしまう 

 

 成功する、心がけたいこと  

・素直に考える 

・自分に正直になる 

・自分で判断する 

・資格業の仕事にとらわれない 

 



 

目標を設定する 

 

資格業を通じて、何を成し遂げたいのか？なぜ、資格業で起業するのか？ 

 

最初に目標を設定しなければ、スタートを切ることはできない。目標は段階ご

とに変わっていく。現在成し遂げたいと思う項目別の目標を設定し、動機を明

らかにしよう。 

 

なぜ、起業するのか？思い出しただけで意欲が出るような動機は何か？ 

（屈辱、恨みがあるか？それは夢があるか？楽しいと思えるか？） 

          

          

          

          

           

 

金銭的に成し遂げたいことは何か？目標売上規模はどのくらいか？ 

（どのくらいの年収がほしいのか？どんなものがほしいのか？） 

          

          

          

          

           

 

どんな人脈と付き合いたいか？ 

（どんな人と仕事をしたいか？どんな人と交流を持ちたいか？） 

          

          

          

          

           

 



 

天才塾から得たいものを明確にする 

 

あなたが天才塾から得たいものは何か？ 

 

天才塾は、自分で考え、ビジネスをつくることができる資格起業家を育成する

塾。したがって、今すぐ楽して稼ぐ方法をただ教えるということはない。自分

なりの資格起業家としてのスタンスを確立させ、自分でビジネスをつくりあげ

てもらうためのサポート役になる。その中で、得たいスキル・知識が何なのか

明確にしよう。 

 

あなたが天才塾から得たいスキルは何か？ 

          

          

          

          

           

 

あなたが天才塾から得たい知識は何か？ 

          

          

          

          

           

 

あなたが天才塾から得たい考え方は何か？ 

          

          

          

          

           

 



 

STEP２ 超高収益ビジネスモデルを構築する 
 

このステップで身につけるポイント 

 

・資格について理解を深める 

・お客の視点で物事を考える 

・自分について深く知る 

 

 失敗してしまう、してはいけないこと  

・自分を極端に過小評価してしまう 

・資格の仕事のみにこだわってしまう 

・自分と向き合わないこと、逃げること 

 

 成功する、心がけたいこと  

・自分ときっちり向き合うこと 

・資格業の仕事にとらわれず、自由に発送すること 

・自分で考え、判断すること 

 



 

資格起業家になるための大前提 

 

３つの大前提を抑えることが極めて重要。 

 

①自分自身について深く理解し、自分のたな卸しをする。 

・自社商品、サービスの魅力を知る 

・資格以外の自分を知る 

 

②お客についてもっと知り、お客の視点を身に付ける 

・お客が求めていることを知る 

・お客の視点でものごとを考えることを身に付ける 

 

③資格について理解を深める。 

・商材がどんな性質なのか見極める 

・どんなときに仕事が発生するのか、仕事の質を見極める 

 

 



 

自分自身について理解する 

 

自分自身についての理解を深める 

 

なぜか？ 

 

・資格業は資格を取ってビジネスを始めた瞬間に個性を失い、あなたを知らな

い人から見られたら「資格」以外の特性が見えない。 

 

→ 資格以外の自分自身の特性、能力、魅力を引き出す必要がある。 

 

・資格業の仕事以外で、あなたの能力を生かせるビジネスを見つける。 

 

→ 資格業は同業他社と価格以外で差別化しにくい。そのため、資格業以外の

特性、サービス、能力などがあれば、差別化しやすくなる。 

 

・資格業の仕事そのものは、差別化しにくい。 

 

→ お客から見た場合に、「資格業の仕事の質」は理解されにくい。作成する書

類が高度であっても、そうでなくてもお客からは結果しか見えない。そのため、

資格業以外の自分の特性を知る必要がある。 

 

例） 

株式会社設立の仕事①：役員や出資方法が特殊な会社設立。もちろん書類は高

度になる。 

 

株式会社設立の仕事②：ひとり出資ひとり役員の株式会社。比較的書類は平易

なものが多い。 

 

お客から見れば、「会社をつくる」という点に差がない。仕事が高度になればな

るほど、理解されにくい。 

 

 



 

お客について深く知る 

 

お客についてもっと知ろう。 

 

なぜか？ 

 

資格を使って独立起業する方は、起業家としては素人である場合が多い。その

ため、お客の視点が抜けがち。 

 

やってしまいがちな失敗点 

・売り込み（仕事ください的な押しつけ） 

・開業何年ですと自分の経歴をすぐに言ってしまう（１年程度では自分から言

うべきではない） 

・未経験、わかりませんという返答 

・落ち着きのない態度、不安な態度、発声 

お客から見れば、開業１年でも１０年でも同じ。専門家としてはプロであるこ

とを意識しよう。 

 

お客の視点を身に付けることで得られるもの 

・お客が求めているもの 

・お客の悩み 

・適正な価格 

 

 

 

 

 

 

 



 

STEP３ 資格起業家としてビジネスを構築していく 
 

このステップで身につけるポイント 

 

・資格業以外のビジネスを考える 

・お客の視点でものごとを考える 

・経営の原則を再確認する 

 

 

 失敗してしまう、してはいけないこと  

・資格業の仕事にとらわれること 

・固定観念にとらわれること 

 

 

 成功する、心がけたいこと  

・素直に考える 

・お客の視点を大事にする 

・経営の原則をおさえる 

 



 

人間にはタイプがあることを知っておこう 

 

自分が得意な分野を知ることが、成功への近道。 

 

資格業は不思議なもので、同じ資格の人は基本的にまったく同じ仕事をするこ

とになります。その際に、人間としての適性などは無視されがちです。 

 

①リーダー的に自分から動くのが得意なタイプ 

 

②企画、アイディア出しが得意なタイプ 

 

③分析、統計などが得意なタイプ 

 

④周りをサポートするのが得意なタイプ 

 

多くの場合、人間はこのような適性に分かれます。こうしたタイプを診断する

テストは様々です。自分を深く知ることは極めて重要です。極端な話、資格の

仕事の適性がまったくない可能性もあります。そうしたことのないように、自

分のことを深く知ることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

資格起業家としてのビジネスをつくるには？ 

 

質問をすることが極めて重要。 

 

天才塾は、単純にモノを教えるだけの塾ではありません。既存の資格業にあり

がちな依存をなくし、自分で考えてビジネスを起こす力をつけるための塾です。

そのためのチェック、相談はお受けしますが、基本的には自分自身ですべてモ

ノを考えていただくことになります。 

 

そのために重要なのが、質問をすることです。自分自身が求める結果、答えは

質問なしに返ってはきません。ここでは質問をつかって、あなただけのビジネ

スモデルを構築していきます。 

 

これまで何度も質問をしてきました。 

 

 

・あなたが資格業でなしとげたいことは何か？ 

 

・天才塾で得たいものは何か 

 

・なぜ起業するのか？ 

 

・金銭的に成し遂げたいことは何か？ 

 

・どんな人脈と付き合いたいか？ 

 

・あなたのセルフイメージはどんなものか？ 

 

適切な質問を増やすことが、資格起業家になる最短距離。 

 

 

 



 

資格業の仕事を依頼しそうな人はどんな人か？ 

 

資格業の仕事を依頼しそうな人はどんな人か？客層を考える。 

 

資格起業家のビジネスモデルは、「資格業の仕事」に興味のある客層に対し、複

数のビジネスを展開する。そのために、資格業の仕事に興味のある客層を捕ま

えなければならない。 

 

あなたが選んだ資格の仕事を依頼しそうな人はどんな人か？（性別、年齢、

職業、地域・・・） 

 

 

あなたふが選んだ資格の仕事を紹介してくれそうな人はどんな人か？（性

別、年齢、職業、地域・・・） 

 

 

具体的にイメージすることが重要。どこに住んでいて、どんな職業で、性別は

どちらに多いか？年齢層はどのくらいなのか？明確にイメージしよう。結果、

その人がいる場所、よく見る広告媒体などがわかってくる。 

 

 

 

 



 

お客の悩み、喜び 

 

資格業の仕事を依頼する人・紹介してくれる人の悩みと喜びを知る。 

 

あなただけの資格起業家ビジネスモデルをつくるには、あなただけができるこ

とを特定のお客に提供する必要があります。お客がほしいものは、「悩みを解決

するもの」「喜ぶもの」がほとんどです。その項目をできる限り挙げてください。 

 

前ページでイメージしたお客が抱いていそうな悩みは何か？ 

 

 

前ページでイメージしたお客が受け取ったら（受けたら）喜ぶことは何か？ 

 

 

 
 

 



 

STEP４ タイプ別 実践資格起業家ビジネスモデル 

 

このステップで身につけるポイント 

 

・はじめやすい資格起業家のビジネスモデルを知る 

・事例から成功方法を学ぶ 

・応用できるものを考える 

 

 

 失敗してしまう、してはいけないこと  

・資格業を取りに行こうとすること 

・コンテンツ・コンサルティングを無理やり資格業の仕事につなげようとする

こと 

・成功事例を鵜呑みにする 

 

 成功する、心がけたいこと  

・お客の視点を大事にする 

・成功事例を参考に、自分で考える 

 

 



 

タイプ別資格起業家ビジネスモデルで考える 

 

資格起業家のビジネスモデルは自由。ただし、まったくのゼロからビジネス

を立ち上げるのは難しい。そのため、はじめやすいモデルとして、①コンテ

ンツ型、②コンサルティング型を掲載した。そして、税理士などの顧問報酬

が取れるタイプは契約の方法を掲載。あなたが始めやすいタイプをまず選

んでください。なお、名称独占型の資格を持っている方は、①と②を実践し

ていってください。 

 

①コンテンツ型資格起業家・・・自分の情報・知識を販売する 

 

②コンサルティング型資格起業家・・・コンサルティング、コーチング契約を

結ぶ。 

 

③固定収入のあるタイプ・・・短期契約を取り入れる。成約率を上げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

コンテンツ型資格起業家①コンテンツとは？ 

 

コンテンツ型資格起業家とは？・・・価値のある情報を先に提供し、利益を

出しながら資格業の営業をするタイプの資格起業家。 

 

原則：お客にも属性がある 

 

①有料コンテンツを購入し、資格業の手続きなどは自分で行う 

②有料コンテンツを購入した後、資格業の仕事を依頼する 

③資格業の仕事は別の人に依頼したが、有料コンテンツは購入する 

④資格業の仕事のみ依頼する、紹介する 

 

これを利益で分けると、次のとおり。 

① 有料コンテンツの購入  

② 有料コンテンツの購入 資格業の仕事を依頼する 

③ 有料コンテンツの購入  

④  資格業の仕事のみ依頼する、紹介する。 

属性にもよるが、利益を得る機会を失っていることがわかる。 

 

 

つまり、これまで隠れていたチャンスを狙うことになる。 

 

 

コンテンツ型資格起業家のメリット 

①労働力が少なく、利益が出やすい 

②資格業としての広告宣伝費が一切かからない 

 

 

 



 

事例：日本中央税理士法人 

 

日本中央税理士法人（税理士 見田村元宣） 

 

仕組み 

 

①コンテンツを販売し、収益を得る 

 

②結果、税理士として顧問の問い合わせを増やす 

 

③契約数がアップする 

 

マーケティング 

 

①成約率の高いサイトを作成する 

 

②メールマガジン、無料レポート、ネット広告で集客 

 

③個別メルマガ、配信スタンドメルマガで成約、販売 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

事例：日本中央税理士法人② 

 

http://www.77setsuzei.com/

 

コンテンツ：節税に関するコンテンツ 

 

 

 

重要な質問①：中小企業の節税方法 

 

重要な質問②：節税に関する知識の提供 
節税に関する知識を

まとめたもの。電子書

籍。 

 

http://www.77setsuzei.com/


 

STEP５ 資格業として仕事を受けやすい体制をつくろう 

 

このステップで身につけるポイント 

 

・資格業としても仕事を受けやすい体制をつくる 

・お客が何をもって依頼を決めるか考える、聞く 

・実際にサイトや名刺をつくる 

 

 

 失敗してしまう、してはいけないこと  

・事例収集をしないこと 

・利益を１００パーセント優先してしまうと、事例が最初集まりにくい 

 

 

 成功する、心がけたいこと  

・事例を地道に収集する 

・サイトやウェブは早い段階でつくる 

 

 



 

事例の重要性 

 

原則：お客は自分だけ失敗したくない。 

 

商品・サービスを購入する際、大きな目安となるのが、お客の事例である。ダ

イエット商品などが顕著な例。本当にこれで痩せた人がいるのか？ダイエット

食品でも、ダイエット機材でもそれは同じ。資格業でもこれを構築していくこ

とで、受けの体制ができる。 

 

事例の収集方法 

 

①既存のお客にお願いする 

②いない場合は、事例とさせてもらうことを前提とし、割引価格で受けるなど

の工夫をする 

 

事例の反映方法 

 

①ウェブサイト（ウェブサイトをつくる場合は、専門を絞る） 

②会社案内 

③小冊子 

 

 



 

事例：行政書士横須賀事務所 

 

 

 

http://moukarukaisya.com/ 

行政書士横須賀事務所のサービス提供サイト。どのような資格であって

も、基本的にはこのサイトを参考にしてください。 

 



 

事例：お客様成功事例① 

 

 

http://moukarukaisya.com/cat5/ 

お客様の声一覧。「お客はお客を呼ぶ」女性が多ければ、女性客も増える。

値段が安かった、という客が多ければ、いつもねぎられることになる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

STEP６ 資格起業家の組織論 

 

このステップで身につけるポイント 

 

・どのポイントでスタッフを入れるのか把握する 

・自分の目指す方向性と組織規模を考慮する 

・採用について深く知る 

 

 

 失敗してしまう、してはいけないこと  

・すべての仕事を自分でやってしまうこと 

・スタッフに一任しないこと 

 

 

 成功する、心がけたいこと  

・育てる場合はじっくり待つ 

・外注は厳しく判断する 

 

 



 

資格起業家の組織論 

 

スタッフを入れる段階が、資格起業家のセカンドステージ 

 

資格起業家としてのビジネスモデルを取り入れてビジネスをやっていると、個

人差はあるが 1 年前後でひとりでは仕事をこなせなくなる。ここまでくれば、

ほぼ第一段階は完了。ここからは経営者としての判断をしていかなければなら

ない。 

 

重要な質問 

あなたはビジネスの規模をどこまでもっていきたいのか？ 

 

 

大きな組織になることが、必ずしも大成功ではない。大きくしないことが望み

であれば、現状維持でもまったく問題ない。ビジネスを大きくしたいと思った

ら、組織をつくっていく必要がある。あなたのイメージする組織の規模はどの

くらいの大きさだろうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

単発系の仕事が多い資格起業家の組織論 

 

単発系の仕事が多い場合、資格業のスタッフとして雇用すると安定しない。

顧問契約が取れる資格は、別ページを参照。 

 

単発系の仕事で採用をすると 

仕事の量を安定させにくいのに対し、人件費は固定。キャッシュフローが不安

定になる。そのため、資格業だけのスタッフとして採用をすると、アンバラン

スになる。できるだけ、コンテンツ・コンサルティングの方にかかわれるよう

なスタッフを採用するのがポイント。資格業の仕事は、ひとつひとつの仕事を

外部委託するのがいい。もちろん同業に外注してもいい。 

 

組織のポイント 

①安定させやすいビジネスで採用をする 

②資格業の仕事のみで採用はしない 

③採用時の面接、意思の合致が重要になる 

 

採用のポイント 

①資格業の仕事にこだわりすぎているスタッフではないか？ 

②「資格業」になりたい人ではないか？ 

③資格起業家としてのスタンスに協調してくれる人か？ 

 

 



 

STEP７ 資格関連企業を目指すには 

 

このステップで身につけるポイント 

 

・自分自身の目標を立てる 

・目標に必要もの、情報、お金、人は何か考える 

・質問を多用する 

 

 

 成功する、心がけたいこと  

・自分なりの成功哲学を持つ 

・常に最初の目的を忘れないこと 

 

 



 

資格関連企業を目指そう 

 

原則：資格業にとらわれず、目指したいものを目指そう。 

 

あなたが目指している目標は何か？ここまできたら、発想はかなり自由に、柔

軟になっているはずです。ここから先は、自分自身と向き合い、目標を立て、

達成に必要な情報、お金、人、時間などについて自分自身に質問をすることが

重要です。 

 

年度ごとに、売上目標達成額を高くしていきます。「目標７掛けの法則」のとお

り、大きな目標を掲げない限り、それを超えることはできません。また、ここ

まできたら、商業出版も同時に考えてよいといえます。 

 

ポイント 

①年間売り上げ目標を立てる 

②そこから月間売上目標を立てる 

③そのために必要なことは何か？を考える 

 

 



 

特別編 

 

このステップで身につけるポイント 

 

・良い習慣を身につける 

・そのほか、横須賀が大切にしてほしいことなどを収録しています 

 

 



 

成功習慣① 

 

勉強する習慣をつける 

 

体験から学ぶことも重要ですが、ひとりの時間では学びきれません。そこで、

他人の経験から学ぶ習慣をつけましょう。ビジネス書、セミナー、何でもいい

ですが、おすすめはオーディオ教材です。成功者の音声を聞くのも効果があり

ます。 

 

早起き・長時間労働 

 

最初から質のよい経営はできません。そのためには長時間労働も必要です。さ

らにおすすめしたいのが、早起きです。早起きをすると１日が長く感じられ、

さらにマスコミ掲載も可能性が高まります。 

 

セルフイメージをときどきチェックする 

 

セルフイメージはビジネスの段階ごとに変わっていきます。ときどき自分自身

がどんなセルフイメージなのかチェックしましょう。 

 

知識・情報の整理 

 

たくさん勉強をすると、情報と知識が多くなります。そのため、整理しないと

使えない情報なども増えてきます。そこで３ヶ月に一度くらいは、現存の情報

をまとめる作業をすると効果的です。具体的にはノートとペンだけ持ってネッ

トなどの通信手段を遮断できる場所にいくといいでしょう。 

 

 

 

 



 

横須賀てるひさからのメッセージ 

 

このカリキュラムは、私自身が紆余曲折してきた経験を、最短距離で進めるよ

うに書き下ろしたカリキュラムです。本書を手にしたあなたが「資格起業家」

として成功されることを願っています。 

 

ゼロからはじめることは、とても大変で勇気のいることです。本書を手に取っ

たけれど、不安でしょうがないという方もいらっしゃるでしょう。不安の取り

除き方は本書にありますが、無意識的な不安というのはなかなか消せないと思

います。 

 

それでも、自分の目標があるのであれば、少しずつ歩みを進めましょう。私が

ビジネスをはじめようと思ったとき、何もありませんでした。貯金も数十万し

かなく、会社をリストラされ、６畳のアパートで電話やガスを止められるほど

の極貧状態だったのです。 

 

ゼロからはじめる方であっても、さらなるステップアップを望んでいる方であ

っても、当時の私より大変な状況にある方は少ないと思います。 

 

最初から大きなことを成し遂げられなくても大丈夫です。１年で１０００万稼

いで終わりより、１０年で最後に１億稼いだ方が私はすごいと思います。世の

中の独立起業はほとんどうまくいきません。少しずつ、小さな成功を積み上げ

ていきましょう。そのために、私は全力でお答えしたいと思います。 

 

また、「資格起業家になる！成功する『超高収益ビジネスモデル』つくり方」を

はじめ、天才塾の理論は従来の資格業にはない発想ですので、老舗の先輩資格

業からは何か言われることがあるかもしれません。 

 

しかし、それは放っておきましょう。同じ資格業であっても、倫理観や人生観

まで押し付けられることはありません。少し自己啓発的ですが、あなたの人生

はあなただけのものであり、あなただけの価値観があり、資格業観なるものが

あると思います。自由に、柔軟に取り組みましょう。 

 

 



資格業はいろいろと押し付けられすぎな感じがしますので、これまで言われて

きたような「武士は食わねど高楊枝」ではなく、商人より稼ぎ、家族を幸せに

し、さらに武術（ここでは専門職としての知識になるでしょう）も１流。そん

なイメージで望みましょう。どちらが自分が納得できるか？周りを幸せに、自

分が幸せになれるかを考えましょう。 

 

さて、最後に私自身の夢として「資格業界を人気業界にしたい」というものを

掲げています。資格業界を就職・転職で憧れの業界、としたいと真剣に考えて

います。そのためには、たくさんの成功者を出さなければならない、と思って

います。私ひとりの力では達成できないことです。ぜひ、力を貸してください。 

 

ひとりでも多くの成功する資格起業家が生まれることを願っています。 

 

横須賀てるひさ 
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